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論文内容要旨
 【研究目的】
 心身症患者の入院治療において,退院時の患者の特徴からその予後をある程度予想することが
 できれば,患者個人の特性に合わせた治療プログラムを適用することが可能になり,さらなる治
 療効果が期待できると考えられる。しかしこれまでの予後調査は,予後を単一尺度で測っている
 研究は散見されるものの,複数の尺度を組み合わせて心身症患者に対する治療効果および予後予
 測について検討した研究はほとんど行われていない。
 そこで本研究は,以下のことを目的とした。
 1)退院時の病態の改善度に影響を及ぼす入院時の要因を明らかにする。
 2)退院6ケ月後の病態の改善度に影響を及ぼす退院時の要因および退院6ケ月時の要因を明ら
 かにする。
 なお,「ストレス関連疾患」とは未だ確立された疾患概念ではない。今回,本研究では宮城中
 央病院心療内科において入院治療を行い,その発症や経過に心理社会的ストレスの関連が想定さ
 れた患者の様々な病態を,便宜上一括して「ストレス関連疾患」と呼ぶことにする。
 【対象と方法】
 対象は,宮城中央病院心療内科で入院治療を行った患者のうち,研究参加に同意が得られた
 45例(男23例,女22例)であり,退院6ケ月後調査は,そのうち協力が得られた患者32例
 (男18例,女14例)である。入院時,退院時,退院6ケ月後の3回,各対象者に複数の質問紙
 を組み合わせた「生活行動調査票」への回答を求め,退院6ケ月後調査時には,我々の開発した
 治療プログラムのひとつである再発防止対策実行度を加えて予後判定を測った。データ解析は,
 全変数を病態の改善度を表す目的変数群と患者の個人特性を表す説明変数群に分け,各目的変数
 についてはt検定および分散分析,また,両者の関連をパス解析により検討した。目的変数は,
 POMSの合計得点(活力と積極性のみ合計より引いた),TMI身体・TMI精神の2変数,QOL
 調査票の病気ならびに態度要因のプラス側,マイナス側の4変数,水の流れにたとえた生活の印
 象及びBMIの計9変数を用いた。説明変数はTEG:CP,NP,A,FC,AC,ライフスタイル:
 生活,仕事,睡眠,嗜好,そしてLOCとソーシャルサポートの合計!1変数を用いた。さらに6
 ケ月後の解析には,これら説明変数に防止対策実行度の変数を加えた合計12変数を用いた。
 【研究結果】
 (1)退院時の病態の改善度に影響を及ぼす入院時の要因
 1)入院時と退院時の問の各目的変数群の対応のあるt検定の結果,入院時から退院時にかけて
 目的変数の示す項目についてはすべて改善の方向を示しており,明らかに入院治療の効果があっ
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 たことを示していた。一方,入院時のパーソナリティーやライフスタイル要因は,退院時の病態
 にそれほど影響を与えていないことも明らかになった。
 (2)退院6ケ月後の病態の改善度に影響を及ぼす退院時および退院6ケ月の要因
 1)入院時と退院時と6ケ月後の間の各目的変数群の分散分析の結果,目的変数群の示す項目に
 ついては,ほぼすべてにおいて入院時から退院時にかけて改善傾向を認め,6ケ月後にかけては
 その状態がほぼ維持されていることを示していた。
 2)6ケ月後得点について
 パス解析の結果,退院時A,CPが6ケ月後の病態の程度を予測し,6ケ月後の睡眠得点が同
 時点での病態の程度と関連を示すことが明らかになった。この結果から,今度は,入院中にA
 を高めCPを低くするような介入を積極的に行うことによって,実際に6ケ月後の予後が改善さ
 れるかどうか調べることが必要であると考える。
 また,防止対策実行度から6ケ月後得点に対して,有意な関連は見られなかった。ライフスタ
 イルは,睡眠だけが6ケ月後得点に影響を与えていた。
 3)6ケ月後改善度について
 パス解析の結果,退院時A,CPが6ケ月後の病態の改善度を予測し,6ケ月後の防止対策実
 行度が改善度を示す指標に対して最も多く影響を与えていた。また,ライフスタイルのうち仕事,
 嗜好,睡眠,生活もそれぞれ改善度の指標と関連を持つことが明らかになった。しかし,防止対策実
 行度はその指標の性質上,6ケ月後の一時点でしか測定できておらず,因果関係について推定す
 るためには,さらに長期のフォローアップを行い,予後指標の変化を調べる必要があると考える。
 今後は,防止対策を実行しない群を対照群とした比較対照研究を行い,再発防止対策そのもの
 の予後改善効果を確証すること,再発防止対策,エゴグラムのA,CPが示すパーソナリティー
 要因への介入効果を示すこと,さらに疾患をも分類した上で,疾患別に解析を進めることが今後
 の課題である。
 【結論】
 1.予後調査結果より,入院治療の効果は明らかに認められ,特に退院6ケ月後にかけて改善状
 況がほぼ維持されている事実が明らかになった。
 2.入院時のパーソナリティーやライフスタイル要因は,退院時の病態の改善度へそれほど影響
 を与えていないことが明らかになった。
 3.退院6ケ月後の病態の改善度に影響を及ぼす要因として,退院時のパーソナリティーすなわ
 ちエゴグラムのA,CP,退院6ケ月時のライフスタイルすなわち仕事,嗜好,睡眠,生活の要
 因および再発防止対策実行度が抽出され,これらの要因と6ケ月後との関連が明らかになった。
 4.再発防止対策を通して,生活習慣を是正し,生活要因の安定をはかることや,論理的思考と
 行動を身につけ,過度の「～すべし思考」はやめることなどは,病態を改善させるひとつの要因
 になる可能性が示唆された。
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 審査結果の要旨
 本研究は,ストレス関連疾患患者の入院治療において,退院時の病態の改善度に影響を及ぼす
 入院時の要因と,退院6ケ月後の病態の改善度に影響を及ぼす退院時の要因および退院6ケ月後
 の病態の改善度に影響を及ぼす退院6ケ月時の要因について検討したものである。
 『ストレス関連』とは,未だ確立された疾患概念ではなく,本研究ではM病院心療内科にお
 いて入院治療を行い,その発症や経過に心理社会的ストレスの関連が想定された患者の様々な病
 態を,便宜上一括して『ストレス関連』と称している。調査研究により,下記の結果を得ている。
 1.退院時の病態の改善度に影響を及ぼす入院時の要因
 1)入院時と退院時の間の各目的変数群の対応のあるt検定の結果,入院時から退院時にかけて
 目的変数の示す項目についてはすべて改善の方向を示しており,明らかに入院治療の効果が
 あったことが示された。一方,入院時のパーソナリティやライフスタイル要因は,退院時の
 病態にそれほど影響を与えていないことも明らかになった。
 2.退院6ケ月後の病態の改善度に影響を及ぼす退院時の要因および退院6ケ月時の要因
 1)入院時と退院時と6ケ月後の間の各目的変数群の分散分析の結果,目的変数群の示す項目に
 ついては,ほぼすべてにおいて入院時から退院時にかけて改善傾向を認め,6ケ月後にかけ
 てはその状態がほぼ維持されていることが示された。
 2)6ケ月後得点について:パス解析の結果,退院時A,CPが6ケ月後の病態の程度を予測し,
 6ケ月後の睡眠得点が同時点での病態の程度と関連があることが明らかになった。また,再
 発防止対策実行度から6ケ月後得点に対して,有意な関連は見られず,ライフスタイルは,
 睡眠だけが6ケ月後得点と関連を持つことが示された。
 3)6ケ月後改善度について:パス解析の結果,退院時A,CPが6ケ月後の病態の改善度を予
 測し,6ケ月後の再発防止対策実行度が改善度を示す指標に対して最も多く関連を持ってい
 たことが示された。また,ライフスタイルのうち仕事,嗜好,睡眠,生活の要因もそれぞれ
 改善度の指標と関連を持つことが明らかになった。
 今後は,再発防止対策を実行しない群を対照群とした比較対照研究を行い,再発防止対策その
 ものの予後改善効果を確証すること,エゴグラムのA,CPが示すパーソナリティ要因への介入
 効果を示すこと,さらに疾患をも分類した上で,疾患別に解析を進めて検討することが必要と考
 えられた。
 以上,本論文は,ストレス関連疾患患者の再発防止と社会復帰に関する要因について,退院6
 ケ月後のフォローアップデータを用いて明らかにした。その結果,ストレス関連疾患患者の入院
 治療において,退院時の患者の特徴からその予後をある程度予測することが示唆された点で,本
 研究の意義は大きく,学位の授与に値するものと考えられる。
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